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 クロスフローフィルタ（以下、ＣＦＦ）より、炭酸塩スラリーの流出を確認。

 ①、②について、分解調査した結果、ガスケットの一部に脆化および欠損や微小な傷を確認。
当該部から炭酸塩スラリーが流出したと評価（既報告）。

 ③、④について分解調査を実施。 ← 今回報告範囲

１．クロスフローフィルタ炭酸塩スラリー流出の原因調査状況

改良型CFFへの交換および系統内後、処理再開予定。5/20ＣＦＦ７Ｃ、８ＣＣ系統④
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改良型CFFへの交換および系統内後、6/9に処理再開。

当該CFF交換および系統内洗浄後、4/23に処理再開。

当該CFF交換後、3/13に処理再開したものの、出口水
放射能上昇のため、3/18より停止。
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 分解調査の結果、ＣＦＦ５Ａ、７Ｃ、８Ｃいずれもハウジングと押さえプレート
の間のプレートガスケット（Ｖシール構造・テフロン製）の脆化あるいは微小な
傷があることを確認。当該部から炭酸塩スラリーが流出したと推定。
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ＣＦＦ分解点検結果（１／２）



3

←

プレート
ガスケット
の側面に
割れを確認
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の脆化を確認

写真は
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③ＣＦＦ５Ａ、④ＣＦＦ７Ｃ、８Ｃについてもプレートガスケット（テフロン製）
の放射線劣化による脆化および欠損等が確認されたことから、プレートガスケット
を耐放射性に優れるＥＰＤＭ製に変更した改良型ＣＦＦへの交換が有効と評価

←
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ＣＦＦ分解点検結果（２／２）
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 以下の点を改善したＣＦＦへ交換

ガスケットの材質を耐放射性に優れるＥＰＤＭ（合成ゴム）へ変更

逆洗時の圧力脈動に対する耐性を向上させるため、プレートガスケットの構造
をＯリングへ変更（更に信頼性向上のため2重化）

 増設多核種除去設備においても改良型ＣＦＦを採用予定

押さえプレート
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改良型ＣＦＦ出口側詳細

プレートガスケット
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【参考】再発防止対策（改良型ＣＦＦ）
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 Ｃ系統ＣＦＦの交換に合わせて実施していた腐食対策有効性確認において、アル
カリ領域である吸着塔２Ｃの点検口フランジ部に微小なすき間腐食を確認。なお、
当該部はH25.11の点検時に腐食がないことを確認済み。

 追加点検により、吸着塔２出口弁フランジにも微小なすき間腐食を確認。その他
のフランジにはすき間腐食は無し。

 これまでの点検等において、アルカリ領域でのすき間腐食は確認されず、アルカ
リ性による腐食抑制効果もあると推定されるが、今回確認されたすき間腐食は吸
着塔２Ｃに充填された活性炭の影響*1によると推定。

 対策として、活性炭を充填している吸着塔１Ｃ、２Ｃ周り*2のフランジ部

（約４０箇所）へガスケット型犠牲陽極の設置を実施。
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腐食が確認された吸着塔
『吸着材４（銀添着活性炭）』

＊１ 高い腐食電位を示す活性炭がステンレス鋼と接触した場合、ステンレス鋼の腐食電位が上昇

＊２ 吸着塔１入口及び吸着塔２出口において、ＥＰＤＭ（合成ゴム）ホースを使用していることから、活性
炭による電位上昇の影響は吸着塔１、２周りに限定され下流の吸着塔への影響はない。点検の結果から
も腐食が確認された箇所は吸着塔２周辺のみ。

腐食対策
追加実施範囲

腐食対策
既実施範囲アルカリ性 中性

２．Ｃ系統吸着塔に確認された腐食と処理再開スケジュール
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腐食箇所の状況

①吸着塔２C点検口フランジ部の腐食の様子

（参考）吸着塔２C内部の様子
（腐食なし）

吸着塔２Ｃ『吸着材４
（銀添着活性炭）を充填』

①点検口フランジ

②吸着塔２C出口弁フランジ（上流 弁側）の
腐食の様子

②出口弁フランジ
（弁上流側）
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７月
中 下 上

６月

Ｃ系統

Ａ系統

Ｂ系統

処理運転

処理運転

処理停止・ＣＦＦ交換・腐食対策有効性確認

処理運転

ＣＦＦ取外

改良型ＣＦＦ取付

系統内洗浄

追加調査・腐食対策追加実施

腐食対策有効性確認

 Ｃ系統については、改良型ＣＦＦの交換および系統内洗浄実施に加え、吸着塔１、
２周りの追加腐食対策を実施したうえ、６／２２処理再開予定。

 Ａ系統・Ｂ系統についても吸着塔１、２周りの追加腐食対策実施を計画中。

今後の予定

追加腐食対策を計画


